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水稲の機械移植用の稚苗箱育苗における硬化期前の苗の

貯蔵性については,その実用性が報告
1)'う

'0,4ゝ れており,

特に大量の育苗を 1カ 所で行う場合は,硬化場所の広さが

制限因子となり,育苗を何回かに分けて行っているが,こ

れを一度に播種し,出芽～緑化の期間に積重ね又は育苗台

車に棚重ねしたまま冷暗所に一時貯蔵し,硬化ハウスが空

きしだい貯蔵苗を硬化に出す方式は,労働力および硬化ハ

ウスの利用の効率化,あ るいは移植適齢苗の集中化などが

●■能となり,最近 2, 3年の間に富城,岩手および山形県

内の育苗センター等を中心として急速に広まりつつある。

これに対応して,宮城県農業センターでも昭和53年 (1978)

から苗貯蔵に関する試験を実施してきたので,こ れまで得

られた成績についてその概要を報告する。

2試 験 方 法

1 貯蔵方法 : 苗箱 (合成樹脂製,有孔底 )を同空箱

でスたをして積重ね,黒色ビニールフィルムで全体を被覆

し,育苗舎内の温度条件の異る場所に設置した。試験年毎

の貯蔵条件は表 1,温度条件は表 3に示した。

表 3貯 蔵 温 度 (℃ )

表 4 発根力調査期間の温度条件 (昭 55)
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2 育苗概要 : 出芽および緑化は大型育苗台車を使用

し,硬化はハウス内の砂床で行い,貯蔵苗が黄化した場合

は再緑化するまで遮光フィルムで トンネル被覆した。試験

年毎の育苗条件は表 2に示した。

3 発根力調査方法 : 育苗終了苗を基部から1“で剪

根し,育宙舎内で湛水状態の無肥砂耕床に試験区毎に40本

(株当り2本植で20株 )を移植し,12日 後に抜取調査した。

温度条件は表 4に示した。

3 試験結果および考察

昭和53年 (1978)の試験 : まず貯蔵開始苗について生

育段階の異る苗 (播種 ～緑化)を低温貯蔵して同時に硬化

に出したところ,貯蔵中にも苗生育が草丈の伸長等にわず

かにみられたが,貯蔵終了時には全体に自絹菌の繁殖が著

しく,硬化期の生育もやや不良であった。 貯蔵温度が低

く(67℃ ),期間も長い(24日 間 )と いう厳しい貯蔵条件

であったが,貯蔵開始時の生育が進んでいた苗ほど,貯蔵

後の生育が良く,枯死苗も少ない傾向がみられ,貯蔵開始

時の苗としては緑化苗が適当と思われた (表 3, 4)。

昭和54年 (19'9)の試験 : 緑化苗の貯蔵性について,

貯蔵温度 (高 ,低 ),貯蔵期間 (5～15日 ).ダ コニール

処理時期 (緑化前,後 )お よび床土 (水田土,人工培土 )

試験年〈昭)
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表 1貯 蔵 条 件
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表 5 苗の形状 (昭和53年 )

について要因実験を行った。貯蔵中も草丈,根数などの増

加 (高>低温区 )がみられたが,貯蔵日数が10日 以上にな

ると苗全体が黄化したり,く もの巣状の菌糸が蔓延し,生
育も停滞気味となり,特に15日 低温区では草丈,根長など

の萎縮がみられた。育苗終了時の苗生育は,貯蔵日数が10

日以内では病障害は回復し,対照区と比べて大差無 くなっ

たが,15日 以上では根数が減少し,形態的異常苗も急増す

るなど苗質の低下が著しかった。

また貯蔵温度が低温 (9℃ )の場合は,高温 (15℃ )に

比べて貯蔵中の菌糸の発生が少なく,苗生育も小 さかった

が,硬化期の生育は特に草丈の伸長が劣り,育苗終了時に

は葉齢が第 2葉身の短化により相対的に高くなった他は全

体的に苗質が劣った。

貯蔵中の病害防除のためのダコニール処理の時期につい

ては,観察によると緑化後の貯蔵直前処理の方が緑化前処

理よりも菌糸の発生が少なく,育苗終了時にも異常苗が少

なく良好な生育を示 した。

床土については,粒状の人工培上の方が水田土に比べて,

貯蔵中の根の生育がまさり,病菌の発生 も少なく,その後

の苗生育も異常苗が少なく根数が多いなど良好であった。

以上の結果から緑化苗の貯蔵は,貯蔵中に生育停止を目

的とする低温
5)ょ

りも生育が持続する高温 (10～ 2tl℃ )で
貯蔵した方が,そ の後の硬化期の生育も良好となり,貯蔵

日数が10日 以内であれば実用可能と思われ,既報)'り
'う

,り

とほぼ同様の傾向を示した。さらに床土は人工培土を用い,

ダコニールを貯蔵直前に処理すれば,病害の発生が少なく

苗質も良好となる結果を得た (表 2,4,図 1,2)。

昭和55年 (1980)の試験 : 苗貯蔵を経た苗の活着性に

ついて検討するため,苗の貯蔵は貯蔵日数,温度の他は前

年の試験で最も良好であった条件に従い,育苗終了時に発

根力 (根数 X根長)調査を行った。貯蔵日数,温度を組合

せた場合の苗生育は前年と同様の傾向を示した。また病害

発生は全体的に少なくダコニールの緑化後処理の効果が現

われたと思われた。

発根力調査は移植期間が後になるほど水温が高くなる点

考慮しなければならないが,貯蔵期間が長かった苗ほど発

根数の減少により根数×根長が低下する傾向が低温で貯蔵

した場合により明らかにみられた。風乾重も貯蔵日数が長
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表 6 苗の形状 (昭和54年 )
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図 1 貯蔵終了時 図2 育苗終了時 図3 育苗終了苗
の苗生育     の苗生育     の発根力

(昭54)      (昭 54)      (昭 55)

く(低温で5日 ,高温で15日以上 )な るほど減少する傾向

を示した (表 3,図 3)。

さらに貯蔵宙を本田に機械移植したので,その生育収量

についても検討する予定である。

なお,本試験を遂行するに当り,病害防除に関してこ教

示を頂いた及‖1俊雄研究員に感謝の意を表する。

4ま  と  め

1 苗貯蔵の開始時期は,硬化期前では苗の生育が進ん

でいるほど貯蔵後の生育力浪好で,緑化苗が適当と思われた。

2 緑化苗の貯蔵条件としては,貯蔵日数が10日以内で,

貯蔵温度は高温 (110～ 191℃ )の方が貯蔵中も生育が継

続し,硬化期の生育も良好で実用性があり,ま たダコニー

ルの処理時期は緑化後処理の防除効果が高く,床土は人エ

培土を用いた場合に病害の発生が少なく苗生育が良好であ

った。

3 貯蔵苗の活着性については,貯蔵日数が長くなるほ

ど発根力 (根 数×根長)等が低下する傾向がみられ,特に

低温で貯蔵した苗でこの傾向が明らかであった。
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